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１．白川水系における今後の河川整備 ～前回のまとめ～
平成14年7月 白川水系河川整備計画 策定

平成26年9月 白川･緑川学識者懇談会 設立

河
川
整
備
の
実
施

■河川整備計画に基づき、平成28年熊本地震に伴う流出土砂対策として、洪水を
安全に流下させるための河道掘削を実施する。

■現河川整備計画に位置付けられた河川整備については、激特事業及びH28熊本
地震に伴う河道掘削により概ね完了する見込みである。

■更なる安全度向上のため、河川環境の保全等に配慮しつつ、河川整備計画の変
更を今後検討していく。

白川では平成14年の河川整備計画策定以降、緊急対策特定区間の設定による緊
急的・集中的な整備に加え、H24出水を受けての激特事業により整備が更に加
速したこと等もあり、計画策定後の約15年間で着実に河川整備の進捗を図って
きた。

これまでの河川整備の進捗及び現在実施中の激特事業の完了をもって現行の河
川整備計画の目標とする治水安全度（1/20～1/30）は概ね達成される見込み
であり、更なる治水安全度の向上に向けて、速やかに次のステップに移行する
必要がある。

現 状

今後の方向性
河川整備基本方針で定める目標達成に向け、これまでの河川改修の経緯や上下
流バランス、事業費、事業期間等を踏まえ、重要性や緊急性を勘案し、河川環
境の保全に配慮しつつ、段階的な河川整備を進めるための河川整備計画の変更
（改定）に向けて速やかに具体の検討を進める。

整備計画の進捗･実施状況第７回 平成29年12月前々回

前回 第８回 平成31年3月 今後の河川整備
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２．白川水系河川整備計画の変更要点
変更に至った背景
 平成12年12月に河川整備基本方針、平成14年7月に河川整備計画を策定。
 氾濫した際の被害が甚大となる中心市街部の区間を「緊急対策特定区間」とし、治水効果の早期発現を目的に
緊急的・集中的な河川整備を実施。現在整備中の明午橋架替事業の完了をもって概成。

 平成23年3月に九州新幹線が開通するとともに、平成24年に熊本市が政令指定都市へ移行。
 平成24年7月九州北部豪雨（熊本広域大水害）により、堤防未整備箇所からの溢水等により浸水被害が発生。
『河川激甚災害対策特別緊急事業』による河川整備を白川･黒川で実施中で、令和元年度に慨成の見込み。

 平成28年4月に発生した熊本地震以降、上流阿蘇地域からの土砂供給が増大し継続的に流出しており継続的に
河道掘削を実施中。

 近年、全国的に広範囲で記録的な大雨が観測され、甚大な水害が多発。気候変動の影響により、今後、短時間
強雨の発生頻度や降水量が増大することが予測されている。

 以上の状況を鑑み、更なる安全度向上のため河川整備計画を変更する。

整備計画変更のポイント
② 法律改正及び答申等を踏まえた変更
「地震津波対策」を追加
「水防災意識社会再構築」に関する記載を追加
「施設能力を上回る洪水等への対策」を追加
「気候変動への適応」を追加③ その他の事項による修正

現行計画に記載している統計データの時点修正
整備の進捗状況に合わせた記載内容の時点修正

① 更なる安全度向上のための変更
整備期間
整備目標
整備内容

（基本理念）
○安全で親しめる川づくり
○多様な動植物が生息･生育･繁殖する川づくり
○上流から河口まで、流域が１本でつながる川づくり

変更整備計画のキーワード・テーマ

展開・連携・共生 をキーワードに、基本理念の掲げる
”川づくり” に総合的・一体的に取り組む
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 昭和28年の水害発生や昭和31年の直轄改修工事着手以降、時代が変化する中で、各時代のニーズ等を踏まえ河川整備等を進めてきた。
 平成から“令和”へ新しい時代を迎え、歴史的経緯や時代背景、人と河川のつながり等を踏またえたうえで、昭和から平成における社会の
情勢やニーズに対応した河川整備を改めて振り返りつつ、この新しい”令和”が主となる時代の河川整備においては「展開・連携・共生」
をキーワードとして取り組むものとする。

３．各時代にみる白川の河川改修・河川整備

ハード
整備

ソフト
対策

新しい時代 “令和”平成の時代昭和の時代

それぞれの時代を
代表する事柄や

イメージ､キーワード

 川と共にあった暮らし、川と人・地域との密接
なつながり

 S28(6.26)白川大水害、過去からの度重なる洪
水で川への嫌悪感（汚い・危ない）、川を背に
した街

 災害復旧、本格的な河川整備の着手（治水･利
水）、戦後混乱期を背景とした不法占用の是正

 H9河川法改正、H24九州北部豪雨(熊本広域大
水害)、H28熊本地震

 環境・景観・利活用を考慮した河川整備、防災
と緑が融合した緑の区間の整備

 河川(堤防)整備の進捗と安全性の向上、利活用
の促進、防災意識の低下・希薄化

その昔

昭和39（1964）年明治29（1896）年 平成9（1997）年
近代河川法制度の誕生 治水･利水の体系的な制度の整備

（水系一貫管理制度の導入､利水関係規定の整備）
治水･利水･環境の総合的な河川制度の整備
（河川環境の整備と保全､地域の意見を反映した河川整備計画制度の導入）

治水 治水+利水 治水+利水+環境

時代を代表する
フレーズ 共存・災害・復興

【展開】気候変動、異常気象による水害の頻発・激甚化及び
河川に対するニーズの多様化（環境･利活用･防災
等）への対応に向けた展開

【連携】「川とまち､地域･人･行政」など多様な主体間の連携
強化により、更なる安全性・地域防災力の向上及び
まちと水辺がつながった空間の創造・利活用へ

【共生】かつてあった川の姿や川と共にあった暮らし、生物
が棲みやすい川を目指し、川の連続性や多様性の確
保、川を中心とする社会環境を含めた川と生物、地
域との共生へ

河川法
制 度

変革・環境・進展 展開・連携・共生

H12
河川整備
基本方針

H14 河川整備計画 今回 河川整備計画（変更）

【水害からの復旧･復興期】
築堤等のハード整備を
主体とした河川整備

【河川法改正や社会ニーズの変化】
河川環境の保全や創出を
意識した河川整備

ニーズの多様化への対応に向けた展開
多様な主体間の連携
川と生物、地域との共生

沿川住民や水際の動植物にとって
安全で心地よい空間の創出

白川における
河川整備の

整備テーマ

河川整備基本方針
河川整備計画

ハード・ソフト両輪で
新しい時代へ！
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４．変更河川整備計画のキーワード・テーマ

昨今、気候変動、異常気象により水害が頻発・激甚化していることから、更なる安全
性向上のため、堰改築、河道掘削、堤防嵩上げなどの新たな河川整備を展開していく。
一方で、環境・利活用、防災など川に対するニーズも多様化しており、これらの対応
に向けた展開も必要な状況にある。
そのため、「川とまち、地域・人・行政」など多様な主体の連携の強化による更なる
安全性や地域防災力の向上に取り組むと共に、人々が集う川を目指して、”ちゃりんぽ
みち” や ”ミズベリング” 等による、まちと水辺が繋がった空間の創造・利活用に向け
て取り組む。
また、かつてあった川の姿や川と共にあった暮らし、生物が棲みやすい川を目指し、
水際の工夫等による川の連続性や多様性の確保、川を中心とする社会環境を含め、川と
生物・人・地域との共生に向けた検討を行い反映していく。

かつてあった川の姿や川と共にあった暮らし、生物が棲
みやすい川を目指し、川の連続性や多様性の確保、川を中
心とする社会環境を含めた川と生物、地域との共生へ

展開

新しい “令和” 時代を代表するフレーズ

気候変動、異常気象による水害の頻発・激甚化及び河川
に対するニーズの多様化（環境･利活用･防災等）への対応
に向けた展開

連携 「川とまち､地域･人･行政」など多様な主体間の連携強化
により、更なる安全性・地域防災力の向上及びまちと水辺
がつながった空間の創造・利活用へ

共生

白川は、災害の発生状況や各時代のニーズ等を踏まえて河川整備を進めてきま
した。
昭和の時代は、昭和28年の大水害等、頻発する水害からの復旧・復興期として
築堤等のハード整備を中心とした河川整備を進め、平成の時代は、治水安全度の
向上を図りつつも、河川法改正や社会ニーズの変化を踏まえ、景観・利活用・多
自然など、河川環境の保全や創出を意識した河川整備に転換しました。
本整備計画の対象となる令和の時代は、昨今の異常気象による水災害の頻発・
激甚化及び川に対するニーズの多様化への対応に向けた展開として、治水対策の
進捗と併せ、住民の防災意識向上やまちづくりとの連携、水辺空間の多様性を更
に強く意識し、沿川住民や水際の動植物にとって安全で心地よい空間の創出と川
と動植物・地域との共生をハード・ソフト両輪で目指します。

河川整備の基本理念

基本理念の実現に向けては、まちづくりと連携した河川整備・利活用、
流域防災や川の連続性・多様性を確保するための自然環境への配慮事項な
ど、区域毎の特性にあわせた具体の留意事項や対応方法を、今後「白川水
辺空間計画」（仮称）としてとりまとめ、具体の河川整備に反映します。

 現行河川整備計画においては、白川の望ましい姿として３つの柱で”川づくり”を目指すことを基本理念として掲げている。
 今後30年間を対象とする河川整備計画の基本理念は、現行計画を踏襲しながらも、新しい”令和”時代の河川整備においては「展開・連
携・共生」をキーワードに、住民の防災意識向上やまちづくりとの連携、沿川住民や水際の動植物によって安全で心地よい空間の創出と
川と動植物・地域との共生をハード・ソフト両輪で目指し、基本理念の掲げる”川づくり”に総合的・一体的に取り組む。
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 河川整備の実施においては、治水・利水・環境のそれぞれの目標が調和しながら達成されるように総合的な視点で順応的・段階的な整
備を行う必要がある。一方で、各地区での川づくりにおいては、全体のバランスや調和を考慮しつつ、地区の特性に応じたより具体の
整備の方向性を定めたうえで実施する必要がある。

 このため、白川の特性を踏まえたうえで、まちづくりと連携した河川整備・利活用、流域防災や川の連続性・多様性を確保するための
自然環境への配慮事項など、区間毎の特性にあわせた具体の留意事項や対応方法について、今後、学識者懇談会やワーキングを通じて
「水辺空間計画（仮称）」としてとりまとめたうえで、具体の河川整備に反映させることする。

河川整備計画 （H14.7策定）

白川の特徴とは？
①熊本市の中心部を流れる貴重な自然空間である
②流域面積に対して、平常時の流量が多い
③市街部は対岸を意識できる川幅である
④川が見えにくい
⑤川に近づきにくい
⑥土砂の流出が多い
⑦川の水が水道水として利用されていない

河川環境

河川空間の利用

水の利用治 水

高潮対策

流出土対策

危機管理

洪水対策

白川を魅力ある水辺空間とする
ために掲げたキャッチフレーズ

みて！ふれて！かんじて！

『白川そだち』

（H18.8策定）

■キャッチフレーズへの思い■
白川の水辺空間が変わっていくこと
で、子供も大人もまちも、そして白
川そのものも成長し、一緒に育った
という記憶を将来に残していきたい
という思いが込められています

河川整備基本方針

河川整備計画

河川工事､河川の維持

長期的な河川整備の最終目標

河川整備基本方針に沿って定める中期的な
具体的整備の内容
（計画対象期間：20年～30年）

整備の方向性
・基本事項
・整備テーマ
・基本方針

各地区の川づくり
意見､要望

整備の方向性を踏まえ、各
地区の川づくりに関する勉
強会において議論された具
体的な意見、要望等を基に
各地区の計画を作成

４．変更河川整備計画のキーワード・テーマ
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５．河川整備計画変更のポイント ①更なる安全度の向上に向けた変更

〔治水安全度〕
〔年超過確率〕

1/20
～1/30

1/150

2000年
（H12）

現整備

（S55､H2洪水程度に相当）

（S28洪水に相当）

2010年
（H22）

2030年 2050年2020年
（R2）

（整備目標：1/20～1/30） （整備目標：1/60、整備期間：約30年）
固定4堰改築、堤防拡幅･嵩上げなど築堤､引堤､河道掘削､橋梁架替など

（現行）河川整備計画 （変更）河川整備計画

1/60

1/150

＜変更計画整備目標＞

＜現行計画整備目標＞

＜基本方針目標：現行L1＞

2002年
（H14）

次期計画の目標規模となり
得る実績洪水が存在しない

白川における今後の河川整備と治水安全度（イメージ）

河道の主な整備メニュー
・堰改築等（４堰：井樋山堰､十八口堰､三本松堰､渡鹿堰）
・橋梁改築等（3橋：薄場橋､JR白川橋梁上･下）
・河道掘削（一部の河岸掘削を含む）
・堤防整備（堤防嵩上げ､拡幅等） など

熊本地震に伴う土砂供給の増加を含めた河床変動を今後のモニタリングを踏まえ評価

1/60

2040年

河道の主な整備メニュー
・築堤整備（築堤､引堤）
・堤防整備に伴う樋門･樋管の新設･改築､橋梁改築
・高潮対策 など

 河川整備計画は、河川整備基本方針に沿って、当面20～30年間を目途とした中期的な具体の内容を定めるものであり、整備目標や整備
の実施に関する各項目を定める必要がある。

 今回の白川水系河川整備計画の変更においては、河川整備基本方針に定める長期的な目標（年超過確率1/150）を見据えた今後の河川
改修の段階的整備として、整備に要する期間並びに事業費等を考慮し、次のステップとして着実に安全度の向上を図ることを目的に、
整備期間を概ね30年間、整備目標を年超過確率1/60規模の洪水を安全に流下できる河道と設定。（この目標は、旧計画の目標規模に対
して昨今の気候変動の影響を考慮したものと概ね同規模）

・整備に要する期間（概ね20～30年）
・整備に要する事業費

などを考慮

・治水安全度
・上下流バランス
・流域の社会情勢
・地域の意向
・河川整備の進捗の見通し

などを考慮

（将来整備を見据えても手戻りがなく、かつ、大幅な河道改変は生じない）
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 現行整備計画と同様に、今回の白川水系河川整備計画の変更においても国管理区間・県管理区間を対象とする。
 なお、これまでの河川整備の進捗状況や上下流バランス等を考慮し、白川水系における整備目標の概要を下図に示す。

５．河川整備計画変更のポイント ①更なる安全度の向上に向けた変更

遊水地群、河道掘削等

基本方針 3,000m3/s [3,400m3/s]

※整備方針における河道整備対象外

河道掘削等

堤防嵩上げ，河道掘削，堰改築等

※現整備計画における河道整備対象外

河岸掘削等

堤防整備､樋門･樋管,橋梁改築等

現行計画 2,000m3/s [2,300m3/s]

下流ブロック 中流ブロック 阿蘇ブロック市街部ブロック

流下能力
安全度

白 川

黒 川

S28.6洪水相当

河道掘削､固定堰・橋梁改築等

変更計画 2,400m3/s [2,700m3/s]

現行計画
1,500m3/s 

変更計画
2,000m3/s

変更計画
1,500m3/s

熊本市 熊本市 熊本市 菊陽町・大津町

【
立
野
ダ
ム
】
（
国
）

8k000

南阿蘇村

阿蘇市

大臣管理区間（国） 知事管理区間（県） 知事管理区間（県）

（国管理区間） 将来目標
（河川整備基本方針）

河川整備計画
変更計画案
（今回）

現計画
（H14）

計画規模 1/150 1/60 1/20～1/30

計画対象規模の
実績洪水 S28.6洪水 なし S55.8,H2.7

H24.7 洪水

計画目標流量 3,400m3/s 2,700m3/s 2,300m3/s

洪水調節量 400m3/s 300m3/s 300m3/s

河道整備流量 3,000m3/s 2,400m3/s 2,000m3/s

河川整備計画における目標イメージ

※現整備計画では遊水地整備のみ
河道整備は対象外

白 川

基準地点：代継橋
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小磧橋

三
本
松
堰

薄
場
橋

十
八
口
堰

井
樋
山
堰

子飼橋

大甲橋

代
継
橋

長六橋

泰平橋

蓮台寺橋
熊
本
西
大
橋

八
城
橋

小
島
橋

JR第一白川橋梁

新世安橋

明午橋

新
代
継
橋

銀
座
橋

安
巳
橋

龍神橋
17k000

16k000

15k000

14k000

13k000

12k000
11k000

10k000

9k000

8k000
7k0006k000

5k000
4k000

3k0002k000
1k000

0k000

Ｊ
Ｒ
白
川
橋
梁
（
上･

下
）

〔鹿
児
島
本
線
（在
来
線
）〕

凡 例
河道掘削（河岸掘削を含
む）､護岸補強

堤防嵩上げ･拡幅

改築・架替

大臣管理区間
渡
鹿
堰

緑の区間
整備内容は地域との合意形成
を図りながら、今後調整。

 更なる安全度の向上に向け、河川整備の目標を達成のために実施する河川整備の主な実施内容を下図のとおり変更。

（環境に係る取組）
河川整備の基本理念に則り、流域における多様
で豊かな自然環境の保全・創出、また、上中流部
の自然河川や下流部の都市河川としての景観の維
持・形成など、流域の財産として次世代に引き継
ぐことを目標に、学識者等の意見を聴きながら、
整備を進めます。具体な整備・保全の内容や施工
場所、整備の実施主体等については、地域住民や
関係自治体の意向を踏まえ調整・検討し、必要に
応じた対策を講じます。
この河川環境の整備と保全にあたっては、白川
流域の特性に応じてブロック・河川毎に河川空間
のテーマを定め、このテーマに沿った整備と管理
を行います。

（治水に係る取組）
堤防や護岸の整備、低水路・高水敷掘削や附帯する構造物の改
築等の流下能力向上のための整備、また、遊水地やダムなどの洪
水調節施設の整備等を実施します。
実施にあたっては、維持管理を高所した設計・施工とし、多様
な動植物が生息・生育・繁殖する環境や良好な景観との調和に配
慮するよう努めます。必要に応じて学識者の意見を聴き、設計・
施工に反映させるとともに、施工中や施工後のモニタリングを行
い、モニタリング結果はその後の設計・施工や維持管理に反映さ
せるよう努めます。

従来河道の澪筋を残しながら河道
を掘削し、多様な生物の生息環境
の再生を図る。

河道掘削等のイメージ図
（白川5k800付近）

河岸掘削では、河畔林を可能な限り残
すために改変範囲を最小限にとどめる。

河道掘削のイメージ図
（白川9k600付近）

河畔林
ムクノキ－エノキ群集

河岸は、多孔質の構造（捨て石等）
で水際に変化をつける。

５．河川整備計画変更のポイント ①更なる安全度の向上に向けた変更

白
川

白
川

白
川

井樋山堰 十八口堰

三本松堰
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５．河川整備計画変更のポイント ①更なる安全度の向上に向けた変更

【直轄】熊本市区間 熊本市区間 菊陽町・大津町区間

小
磧
橋

み
ら
い
大
橋

【直轄】
立野ダム

【黒川】阿蘇市区間

【白川】南阿蘇村区間

白川激特

黒川激特

白川災害関連・推進費
（菊陽町・大津町）

白川災害関連
（南阿蘇村）

車帰遊水地

無田遊水地

小野遊水地

内牧遊水地

小倉遊水地
手野遊水地

※遊水地（小倉、手野）、輪中堤、
宅地嵩上げ、内牧河道

今回追加【黒川】
（河道掘削・拡幅）

弓削橋 馬場楠堰

津久礼堰

迫玉岡堰

跡ヶ瀬遊水地

今回変更【熊本市区間】
（河道掘削・拡幅、橋梁架替４基）

今回追加【菊陽・大津区間】
（河道掘削・拡幅・築堤、堰改築３基）

武蔵橋

三協橋

小磧橋

 更なる安全度の向上に向け、河川整備の目標を達成のために実施する河川整備の主な実施内容を下図のとおり変更。
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５．河川整備計画変更のポイント ②法律改正及び答申等を踏まえた変更

水防法の改正（これまでの経緯）主な河川法の改正（これまでの経緯）

H12（’00）白川水系河川整備基本方針 策定

主な審議会等答申・提言など
国土交通省 河川事業概要2019より

国土交通省 河川事業概要2019より

答申・提言など 年月日
１ 流域での対応を含む効果的な治水のあり方 H12.12.19 河川審議会計画部会中間答申

２ 今後の水災防止のあり方について H12.12.19 河川審議会水災防止小委員会答申

３ 経済･社会の変化に対応した河川管理体系のあり方「河川における市民団体
等との連携方策のあり方について」 H12.12.19 河川審議会答申

４ 総合的な豪雨災害対策についての緊急提言 H16.12.2 社会資本整備審議会河川分科会豪雨災害対策総合政策委員会

５ 豪雨災害対策緊急アクションプラン H16.12.10 国土交通省

６ 総合的な豪雨災害対策の推進について（提言） H17.4.18 社会資本整備審議会河川分科会豪雨災害対策総合政策委員会

７ 洪水氾濫時・土砂災害発生時における被害最小化策のあり方（提言） H17.12.26 大規模降雨災害対策検討会

８ 安全・安心が持続可能な河川管理のあり方について（提言） H18.7.7
社会資本整備審議会河川分科会安全・安心が持続可能な河川
管理のあり方検討委員会

９ 洪水等に関する防災情報体系のあり方について（提言） H18.6.22 洪水等に関する防災用語改善検討委員会

10
多自然川づくりへの展開（これからの川づくりの目指すべき方向性と推進の
ための施策） H18.5. 多自然型川づくりレビュー委員会

11 中期的な展望に立った今後の治水対策のあり方について H19.7.25 社会資本整備審議会答申

12 ユビキタス情報社会における次世代の河川管理のあり方（提言） H20.8.26 社会資本整備審議会

13 安全を持続的に確保するための今後の河川管理のあり方について（答申） H25.4 社会資本整備審議会

14
水災害分野における気候変動適応策のあり方について～災害リスク情報と危
機感を共有し、減災に取り組む社会へ～（答申） H27.8 社会資本整備審議会

15
大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について～社会意識の変
革による「水防災意識社会」の再構築に向けて～（答申） H27.12 社会資本整備審議会

中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方について（答申） H29.1 社会資本整備審議会

大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策のあり方について～複合的な災害にも
多層的に備える緊急対策～（答申） H30.12 社会資本整備審議会

H14（’02）白川水系河川整備計画 策定

 「地震津波対策」、「水防災意識社会再構築」、「施設能力を上回る洪水等への対応」、「気候変動への適応」等の昨今の気候変動、
異常気象による水害の頻発・激甚化及び河川に対するニーズの多様化などを背景とした法律改正や答申等を踏まえ変更。
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【参考】気候変動を踏まえた治水計画の検討 気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会
第５回 検討会（令和元年7月31日） 配布資料より

地域区分 RCP2.6
（２℃上昇）

RCP8.5
（４℃上昇）

北海道北部、北海道南部、九州北西部 1.15倍 1.4倍
その他12地域 1.1倍 1.2倍
全国平均 1.1倍 1.3倍
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６．白川水系河川整備計画の主な変更
 河川整備計画の構成について、社会情勢の変化に伴う追記やこれまでの事業進捗を踏まえ、下記のとおり構成を変更。

１．白川の概要
1.1 流域及び河川の概要

1.1.1 流域の概要 1.1.4 火山 1.1.7 歴史・文化 1.1.10 産業・経済
1.1.2 地形・地質 1.1.5 地震 1.1.8 土地利用
1.1.3 気候・気象 1.1.6 自然環境 1.1.9 人口

1.2 治水の沿革
1.2.1 水害の発生状況
1.2.2 治水事業の沿革

1.3 利水の沿革

２．白川の現状と課題
2.1 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

2.1.1 洪水対策
2.1.2 堤防の安全性
2.1.3 高潮対策
2.1.4 地震・津波対策
2.1.5 土砂管理
2.1.6 施設の能力を上回る洪水等への対応
2.1.7 気候変動への適応
2.1.8 河道の維持管理
2.1.9 河川管理施設の維持管理

2.2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
2.2.1 水利用
2.2.2 渇水時等の対応
2.2.3 水循環（地下水の利用）

2.3 河川環境の整備と保全に関する事項
2.3.1 多様な動植物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出
2.3.2 水質の保全
2.3.3 良好な景観の維持・形成
2.3.4 人と河川の豊かなふれあいの場の確保

３．河川整備計画の対象区間及び期間
3.1 計画の対象区間
3.2 ブロック分割
3.3 河川整備計画の対象期間

４．河川整備計画の目標に関する事項
4.1 河川整備の基本理念
4.2 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

4.2.1 洪水対策
4.2.2 高潮対策
4.2.3 内水対策
4.2.4 地震・津波対策
4.2.5 施設の能力を上回る洪水を想定した対策
4.2.6 気候変動への対応

4.3 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
4.4 河川環境の整備と保全に関する事項

4.4.1 多様な動植物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出
4.4.2 水質の保全
4.4.3 良好な景観の維持・形成
4.4.4 人と河川の豊かなふれあいの場の確保

５．河川の整備の実施に関する事項
5.1 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

5.1.1 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
5.1.2 河川環境の整備と保全に関する事項

5.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所
5.2.1 白川水系の特徴を踏まえた維持管理の事項
5.2.2 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
5.2.3 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
5.2.4 河川環境の整備と保全に関する事項

６．その他河川整備を総合的に行うために留意すべき事項

１．白川のあらまし
1.1 河川及び流域の概要
1.2 治水と利水の歴史

1.2.1 明治以前の治水と利水
1.2.2 近年の治水と利水

２．白川の現状と課題
2.1 治水の現状と課題

2.1.1 洪水対策
2.1.2 流出土砂対策

2.2 河川環境及び河川利用の現状と課題
2.2.1 河川環境
2.2.2 河川空間の利用
2.2.3 水の利用
2.2.4 水循環（地下水）

３．河川整備計画の目標
3.1 白川の望ましい姿
3.2 河川整備計画の対象区間と対象期間及びブロック分割
3.3 洪水、高潮等による災害発生防止又は軽減に関する目標

3.3.1 洪水対策
3.3.2 流出土砂対策
3.3.3 高潮対策
3.3.4 危機管理

3.4 河川環境の整備と保全、河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標
3.4.1 河川環境
3.4.2 河川の空間利用
3.4.3 水の利用
3.4.4 水循環

４．河川整備の内容
4.1 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置される河川管理施設等の機能の概要

4.1.1 洪水対策
4.1.2 河川環境、利活用の場としての整備

4.2 河川の維持の目的、種類および施行の場所
4.2.1 河川管理施設の維持管理・災害復旧
4.2.2 河川の監視体制の構築
4.2.3 河川環境保全への取り組み
4.2.4 水量、水質の監視等
4.2.5 河川水の利用
4.2.6 水循環

4.3 危機管理の推進
4.3.1 堤防の強化
4.3.2 危機管理施設の整備
4.3.3 危機管理体制の確立
4.3.4 水害に強いまちづくりの支援

4.4 その他河川の整備を進めるにあたっての留意事項
4.4.1 樹木の管理・保全
4.4.2 情報の共有化
4.4.3 河川工事における留意事項
4.4.4 住民一体の河道管理について

５．今後の進め方について

白川水系河川整備計画【現行】 目次 白川水系河川整備計画【変更素案】 目次

平成性24年7月洪水を追記

構成を再編

更なる安全度の向上に向けた変更

構成を再編

整備テーマの追記､水辺空間計画の位置づけ等による変更
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７．白川水辺空間計画（仮称）の改訂に向けた今後の検討体制等（案）

• 白川の特徴の再整理、再確認
• 複合的な視点で検討するため
の関連する項目の抽出

1. 関連する項目の抽出

白川・緑川
学識者懇談会

STEP.1

STEP.2

STEP.3

STEP.4､STEP.5

• 抽出した項目毎の水辺空間
マップ等の作成（既存分は更
新、防災・文化財など新たな
項目は新たに作成）

2. 水辺空間マップ等の作成 • 追加項目を踏まえて全体の基
本方針、ブロック毎の整備
テーマを検討

3. 基本方針、テーマの検討
（見直し）

• ブロックのテーマ、方針に沿った
具体的な考え方、留意事項の検討
（景観、環境、文化財、利活用、
防災などと関連項目を考慮した留
意事項）

4. 具体の留意事項、対応方法
等の検討

• 流域としての整備目標、上下流の一体性、リスクバランスの共有
• 流域防災のあり方（上下流の情報共有等の連携のあり方）、減災
まちづくり
• 監視体制の強化、わかりやすい情報発信、効果的な広報
• 自助力向上のための支援（浸水深表示、マイハザードマップ）
• 見せる防災

5. 防災に関する検討
（水辺空間と一体として検討）

２ＷＧでの白川水辺空間計画（改訂案）

※ 検討STEP毎にWGを開催
し、意見を反映しながら次
のSTEPへ

2つのWGで検討
（意見聴取、審議）

水辺空間計画策定（改訂）
※改訂後には適宜見直し

【連携】【共生】

※内容及び段階に応じて
単独or合同の開催を判断

環境保全、水質保全、文化
財等に関する項目について
検討

まちづくり、河川景観、空間
利活用、流域防災、防災情報
等に関する項目について検討

 防災など関連する項目を追加し、複合的な視点で検討、とりまとめ
※ 緑川水辺空間計画を参考に、防災等の観点も加え全面的に見直し

１．白川水辺空間計画（仮称）の改訂

 河川整備計画には今後20～30年の
河川整備の思想、配慮事項を記載

思想、配慮事項等の実現に向けて「水辺空間計画」
の改定（見直し）を行い、具体の留意事項・対応方
法を検討する

2. 今後の検討事項と検討体制（案）

改定のポイント

報告
（節目において進捗等） 意見・検討依頼等

全体的､複合的な
取組について検討【展開】

河川整備計画 水辺空間計画（仮称）

【現行】白川の水辺空間計画
（平成18年8月）

環境
かわづくり

減災
まちづくり
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８．白川水系河川整備計画策定（変更）に係る今後のスケジュール（案）

学
識
者
懇
談
会

河
川
管
理
者

関
係
住
民

関
係
自
治
体

整
備
計
画(

原
案)

整
備
計
画(

案)

整
備
計
画
策
定

学
識
者
懇
談
会

学
識
者
懇
談
会

学
識
者
懇
談
会

・住民意見聴取
（パブリックコメント）

・説明会等の開催

地
方
公
共
団
体
の
長

意見
とりまとめ

意見聴取
＜1ヶ月強を予定＞

関係機関
意見とり
まとめ

意
見

令和元年（2019年）
３月 12月

白川水系河川整備計画の
進捗状況（点検）
白川水系における今後の
河川整備について

白川水系河川整備計画変更
の概要（変更骨子等）
変更における意見聴取方法
について

白川水系河川整備計画変更に係る住民､委員
からの意見聴取結果と対応（変更案）
白川直轄河川改修事業再評価

前回

11月10月9月
今回

意
見

※ 現時点における予定のため変更となる場合があります
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